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２
０
１
１
年
５
月
24
日
、
５
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１．

委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会
　
飯
田
副
編
集
長

・
ち
ょ
う
ど
７
月
号
の
校
了
作
業
中
。

７
月
号
は
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
発
表
号
」。

そ
れ
に
ミ
ニ
特
集
と
し
て
「
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
を
歩
い
て
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
吉
岡
忍
氏
と
石
井
彰
氏

（
理
事
）
と
の
対
談
を
掲
載
し
た
。

・
８
月
号
は
、
表
紙
は
松
重
豊
氏
。（
前

回
の
理
事
会
で
は
、
７
月
号
の
表
紙
に

予
定
と
報
告
し
て
い
た
が
、
諸
事
情
か

ら
８
月
号
の
予
定
だ
っ
た
高
良
健
吾
氏

と
入
れ
替
え
た
）。
パ
ー
ソ
ン
は
、
武

田
邦
彦
氏
。
内
容
は
、
７
月
号
に
続
い

て
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
発
表
の
続
編
。

大
賞
受
賞
者
の
言
葉
、
贈
賞
式
レ
ポ
ー

ト
、
選
考
経
過
な
ど
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

は
じ
め
に
各
部
門
委
員
長
よ
り
大

賞
・
優
秀
賞
作
品
の
発
表
が
あ
っ
た
。

個
別
に
は
略
し
ま
す
。
一
覧
表
（
３
ペ

ー
ジ
）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉
上
滝
委
員
長

・
特
別
賞
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
相
棒
」。

個
人
賞
は
「
福
山
雅
治
」
さ
ん
。

・
な
お
、
下
期
は
１
２
９
本
の
応
募
が

あ
っ
た
。
そ
の
１
２
９
本
目
は
、
東
日

本
放
送
か
ら
の
応
募
で
あ
っ
た
。
大
震

災
被
害
を
受
け
、
そ
し
て
そ
の
報
道
で

大
変
な
時
に
手
続
き
作
業
を
さ
れ
、
応

募
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
動
し
、

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
こ
ん
な
時
で

も
な
お
、
番
組
の
成
果
を
問
お
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
思
い
こ
そ
が
テ
レ
ビ
文

化
を
支
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
敬

意
を
表
し
ま
す
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉
桜
井
委
員
長

・
４
月
27
日
、
５
月
18
日
と
月
例
会
を

開
催
し
た
。

・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
に
つ
い
て
、
全
体

の
印
象
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
の
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
で
、

発
信
の
仕
方
・
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
も
の
を
取
り
入
れ
た
り
挑

戦
し
た
り
し
て
い
る
局
も
あ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
使
い
切
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ

こ
れ
か
ら
に
期
待
す
る
と
い
う
思
い
が

残
っ
た
。

・
Ｄ
Ｊ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
賞
は
、「
ピ

ス
ト
ン
西
沢
」
さ
ん
。
最
終
的
に
は
、

７
人
の
候
補
か
ら
の
選
考
と
な
っ
た
。

時
代
性
、
情
報
発
信
力
、
未
来
性
か
ら
、

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
。

下
期
の
ワ
イ
ド
部
門
に
、
震
災
直
後

の
３
月
14
日
放
送
の
「
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｚ
」
が
応
募
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
自
分
の
立
ち
位
置
を
守
り
な

が
ら
の
震
災
報
道
は
見
事
な
も
の
で
そ

れ
が
評
価
さ
れ
た
。
今
後
の
更
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉
五
井
委
員
長

・
３
月
11
日
以
降
に
審
査
し
た
の
で
、

応
募
総
数
と
か
、
自
分
の
見
る
眼
の
変

化
は
？
　
あ
る
い
は
審
査
員
の
見
る
目

第
48
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

大
賞
、
優
秀
賞
が
決
定

―
5
月
理
事
会
報
告
―



は
？
等
、
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か
と
非
常

に
心
配
し
た
。
約
２
週
間
Ａ
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ
し

か
見
ら
れ
な
い
異
常
事
態
が
続
い
た
た
め
。

し
か
し
、
や
は
り
良
い
Ｃ
Ｍ
は
良
い
と

評
価
で
き
た
と
思
う
。

・
今
回
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
大
変
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
視
聴
者
は
15
本
シ
リ
ー
ズ
の
作

品
を
一
度
に
見
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
と
思

う
。
そ
う
い
っ
た
作
品
の
評
価
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉
碓
井
委
員
長

・
21
作
品
か
ら
選
ん
だ
。
受
賞
作
品
に
つ

い
て
の
説
明
あ
り
（
略
）。

・
選
考
会
と
し
て
は
、
震
災
報
道
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
結
果
的
に
は
、
現
在
進
行

中
で
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
の
特
別
賞
的

な
顕
彰
は
せ
ず
、
改
め
て
震
災
報
道
全
体

を
捉
え
直
す
機
会
を
持
ち
た
い
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝

野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
４
月
25
日
〜
５
月
13
日
投
票
、
グ
ラ
ン

プ
リ
決
定
。「
フ
リ
ー
タ
ー
、
家
を
買
う
。」

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）。
詳
し
く
は
、
５
月
26
日

サ
イ
ト
に
て
発
表
。
ベ
ス
ト
テ
ン
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
２
作
品
入
っ
て
い
る
点

が
際
だ
っ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
と
Ｎ
ス
ペ
等

が
共
存
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
市
民
投
票

の
結
果
と
考
え
て
い
る
。

・
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
、
明
日
決
定
。

・
５
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
昨
年

度
の
反
省
、
今
年
度
の
計
画
を
検
討
し
た
。

会
員
の
分
布
が
少
し
偏
っ
て
い
る
。
若
い

世
代
・
男
性
層
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

・
一
昨
年
深
夜
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
の
投

票
と
い
う
の
を
試
み
た
。
昨
年
は
出
来
な

か
っ
た
。
今
年
は
是
非
実
施
し
た
い
。
来

月
に
、
音
楽
番
組
の
投
票
を
や
っ
て
み
た

い
。
そ
の
後
も
３
〜
４
回
ほ
ど
実
施
し
た

い
。

２．

第
48
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
の

件
　
入
江
理
事

・
贈
賞
式
の
司
会
者
の
ひ
と
り
東
海
林
克

江
さ
ん
が
、
事
情
あ
っ
て
交
代
す
る
。
青

山
高
治
氏
は
変
更
な
し
。

代
わ
り
は
、
竹
山
ま
ゆ
み
さ
ん
。
東
京

生
ま
れ
。
広
島
テ
レ
ビ
に
入
社
。
そ
の
後

退
社
、
現
在
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ン
サ
ー
。
奇

し
く
も
青
山
ア
ナ
と
同
期
と
の
こ
と
。

Ｄ
Ｊ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
賞
の
ピ
ス
ト
ン

西
沢
氏
は
、
生
放
送
中
な
の
で
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
参
加
。

３．

そ
の
他

①
退
会
の
件

・
内
藤
篤
氏→

承
認

◇
次
回
以
降
の
理
事
会

６
月
　
６
月
18
日

2

＊
理
事
会
後
、「
総
会
」
開
催

７
月
　
７
月
25
日

【
出
席
】

音
好
宏
、
橋
本
隆
、
上
滝
徹
也
、
小
田
桐

誠
、
桜
井
聖
子
、
五
井
千
鶴
子
、
碓
井
広

義
、
滝
野
俊
一
、
飯
田
み
か
、
石
井
彰
、

入
江
た
の
し
、
隈
部
紀
生
、
河
野
尚
行
、

嶋
田
親
一
、
稗
田
政
憲
、
山
田
健
太
、
中

島
好
登会

議
記
録

﹇
５
月
﹈

18
日

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

19
日

出
版
編
集
委
員
会

20
日
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

24
日

理
事
会

31
日

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

3

テ
レ
ビ
や
お
笑
い
を
深
く
学
ぶ
た
め
に

ラ
リ
ー
遠
田

ラ
リ
ー
遠
田
で
す
。
私
は
、
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
、
お
笑
い
評
論
家
と
し
て
、
お
笑

い
関
連
の
取
材
、
執
筆
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
お
笑
い
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
、
現
代
ほ
ど
多
様
化
し
て
い
る
時
代

は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
人
の
年
齢
や
性
別

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、「
お
笑

い
」
と
い
う
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
、
芸
人
の

演
じ
る
漫
才
や
コ
ン
ト
、
落
語
、
国
内
外

の
コ
メ
デ
ィ
映
画
、
ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
な
ど
、

笑
わ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も

の
は
す
べ
て
、
広
い
意
味
で
「
お
笑
い
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
全
般
が
私
の
興
味
の
対
象

で
す
。
特
に
、
テ
レ
ビ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
関

し
て
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
愛
着
を
持
っ

て
定
点
観
測
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
お
笑
い
を
よ
り
深
く
学
ぶ
た

め
の
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
思
い
、
こ

の
度
、
放
送
批
評
懇
談
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

◆テレビ部門◆
NNNドキュメント'11「夢は刈られて　大潟村・モデル農村の40年」（秋田放送）

ダーウィンが来た！生きもの新伝説「アリューシャン　クジラと海鳥　世界一の大集結」
（日本放送協会　NHKエンタープライズ）

「Q10」（日本テレビ放送網）

ETV特集「枯葉剤の傷痕を見つめて～アメリカ・ベトナム次世代からの問いかけ」
（日本放送協会　NHKエデュケーショナル）

◆ラジオ部門◆
HBCラジオ開局60周年記念ドキュメンタリー「インターが聴こえない～白鳥事件60年目の真実」
（北海道放送）

FMシアター「薔薇のある家」（日本放送協会）

ニッポン放送ホリデースペシャル「ラストイニング　全国高校野球　県予選決勝　聖母学苑対彩珠学院」
（ニッポン放送）

「ゴールデンアワー　第一部　第二部」（エフエム沖縄）

◆CM部門◆
ソフトバンクモバイル　企業　シリーズ白戸家「出馬依頼篇」「墓参り篇」「選挙カー篇」「街頭演説篇」
「優勢篇」「当確篇」「当確インタビュー篇」「後日談篇」
（ソフトバンクモバイル／シンガタ／電通／ギークピクチュアズ）

九州旅客鉄道　九州新幹線全線開業「祝！九州縦断ウェーブ　特別篇」
（九州旅客鉄道／電通／電通九州／ティーアンドイー／エンジンフイルム）

東京ガス　企業「家族の絆・お弁当メール」（東京ガス／電通／ホリプロ）

◆報道活動部門◆
「がん患者、お金との闘い」2007年～2011年　一連の報道（札幌テレビ放送）

口蹄疫発生から終息宣言までの一連報道（宮崎放送）

ステーションQ 年間企画「オキナワ1945 島は戦場だった」（琉球朝日放送）

大　賞

優秀賞

大　賞

優秀賞

大　賞

優秀賞

決定！第48回ギャラクシー賞

大　賞

優秀賞



NHK「龍馬伝」「ホットスポット～最後の楽園」で個人賞を受賞した
福山雅治さん

司会は青山高治さん、竹山まゆみさん

CM部門大賞のソフ
トバンクモバイル、
シンガタの佐々木宏
さん

マイベストTV賞では視聴者がプレゼンタ
ーを務めた

後藤さんのお祝いに駆けつ
けたDJやまだひさしさん

報道陣は100名。個人賞にカメラの砲列！

テレビ部門大賞、秋田放送の石川岳さん ラジオ部門大賞は北海道放送、後藤篤志さん

報道活動部門大賞の札幌テレビ放送、佐々木律さん

500名の観客で満席の会場

福山さんはインタビューでも
会場を沸かした

志賀信夫賞の
後藤亘さん

Pho
to

速
報
！
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式

スポーツニッポン 6月3日

デイリースポーツ 6月3日

日刊ゲンダイ 6月4日

日刊スポーツ 6月3日

Pres
s


